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バイオ

技術の背景

技術の特徴

今後の展開

参考

◎ 糖鎖自動合成装置に応用可能
◎ 糖鎖ライブラリーを調製可能

★ポストゲノム研究、機能性食品開発には
糖鎖研究が必須。
★現状では、各々の研究者が望む糖鎖を手
軽に入手できない。
（DNA合成機、ペプチド合成機のような糖
鎖自動合成機が存在しないため。）
★糖には水酸基がたくさん存在し、ある特
定の水酸基のみに選択的に反応させるこ
とが大変難しい。
★DNAまたはペプチドは結合箇所が一カ所
しかないために、自動合成機がすでに存
在する。

糖鎖ライブラリーを調製する。
固相法にて合成させる。
糖鎖自動合成機を作成する。
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★結合箇所を限定するため、各々の水酸基
を選択的に遊離させる必要がある。
しかしそれを可能とする保護基が存在しな
い。
★糖鎖自動合成を可能とする、全く新しい
保護基の開発が必須！！

新しい保護基のコンセプト
名付けて「だるま落とし保護基」
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だるまの落ちる順番

エドマン分解

エドマン分解

Xは一残基のアミノ酸
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